
令和８年度
第１回
女性も男性も輝く
TOKYO会議

【日時】
令和8年８月21日（金）13:30～15:00

【開催形式】
オンライン形式 1



委員一覧
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※欠席委員は網掛け表示
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＜東京都男女平等参画推進総合計画における記述内容＞

施策の実施状況や数値目標等の達成状況を把握し、「女性も男性も輝くTOKYO会議」に進捗を報告します。

会議の設置目的を踏まえ、男女計画に盛り込んだ第三者機関としての役割を果たしていく

（所掌事項）

第２ 輝くTOKYO会議の所掌事項は、次のとおりとする。

（１）総合計画の取組及び進行管理に関すること。

（２）総合計画の推進に向けた第三者機関としての達成状況の把握、意見及び助言に関すること。

（３）女性活躍推進の気運醸成に向けた情報発信に関すること。

（４）女性活躍推進に向けた取組に関する検討及び提案に関すること。

（５）その他、設置目的の達成のために必要と認められること。

第三者機関としての位置づけ

設置要綱（抜粋）

女性も男性も輝くTOKYO会議について



【議題】

１ 前回の主な意見及び都の施策
 ２ 東京都男女平等参画推進総合計画の改定について
 ３ 東京都雇用・就業分野における女性の活躍を推進

する条例について
４ 意見交換
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議題１
前回の主な意見及び
都の施策
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１ 前回の主な意見及び都の施策

●ビジョン１  男女ともに自分らしく希望する生活ができる社会の実現

●ビジョン２ 雇用・就業分野における女性活躍の推進

●ビジョン３ 男女平等参画を阻む意識の改革や環境整備

●ビジョン４ 配偶者暴力対策

会議で議論された内容は、全局で構成する東京都男女平等参画推進会議で共有し、
各局の施策に活かす
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前回会議（令和８年２月開催）の意見を、今年の７月に改定した「東京都男女平等参画推進総合計
画」の４つビジョンに基づいて整理 （※新計画の概要は議題２で説明）



という中、「小１の壁」が障害になっているため、「朝の子供の居場所づくり」事業（教育庁）は、とても期待が
持てる。

主な意見

１ 前回の主な意見＜ビジョン１ 男女ともに自分らしく希望する生活ができる社会の実現＞
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●父親が育休を取るようになったが、子育てに参加しない「取るだけ育休」が社会的な課題になっていることを
知った。そうならないよう、男性が家事・育児に参画する意欲を上げるためのイベントを開催したが、男性の意
識を向上させるには続けていく必要があるので、引き続き取組を実施していきたい。

●以前は、障害のお子さんが生まれても父親が育児休業を取ることはなかったが、最近は育休を1年間しっかり
取って、男性が関わるケースが増えてきている。

●若い世代が働きに出たいという中、「小１の壁」が障害になっているため、「朝の子供の居場所づくり」事業
（教育庁）は、とても期待が持てる。

●女子中高生向けのオフィスツアーは、男子学生向けもあるとよい。

●アンコンシャス・バイアスの話は、女子大学にトランスジェンダーの学生の入学許可をしたことで複雑な問題
が出てきている。生きづらさだけでなく、トイレ一つをとっても繊細な問題であり、性の多様性に対する教育の
必要性を感じた。



●男性の家事・育児推進セミナー
男性がパートナーの妊娠・出産に関わることの重要性への理解を深め、パー

トナーと共に家事・育児を担う意識を育み、相互理解と関係づくりを促進

●男性の家事・育児促進に向けた気運醸成【拡充】
 Webサイト「TEAM家事・育児」において、夫婦間の分担の見直しにつなが

るツールの制作や家事時間の総量削減に向けたコンテンツを充実

●子供食堂等居場所支援事業【新規】
子供が気軽に立ち寄れる居場所をつくり、食事提供や学習支援等を通じて、

地域全体で子供や家庭を支える区市町村の取組を支援

●女子中高生向けオフィスツアー【拡充】
女子中高生にSTEM(科学・技術・工学・数学)分野の仕事の魅力やロールモデ

ルを知ってもらうことで、進路選択の可能性を拡げるため、企業等と連携して
「女子中高生向けオフィスツアー」を開催

●普及啓発の推進（人権啓発活動地方委託事業）
冊子「みんなの人権」及びリーフレット「性自認・性的指向」の作成・配布、

イベントでのパネル展示を実施

主な東京都の施策（令和８年度）委員の意見概要

●取るだけ育休とならない
よう男性が家事・育児に参
画する意欲を上げる取組が
必要

● 「小１の壁」に対する子
供の居場所づくり事業に期
待

●女子中高生向けのオフィ
スツアーは、男子学生向け
もあるとよい

●性の多様性に対する教育
が必要

前回の主な意見及び都の施策＜ビジョン１＞１
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●非正規雇用の待遇を上げることは非正規雇用の定常化につながってしまうので、103万円の壁を上げることは本
質的な解決にならない。できるだけ正規雇用に変えていく、若しくは非正規雇用であっても、十分な待遇改善によ
り、有給休暇がとれるといった違う取組があるのではと思う。

● 103万円の壁、130万円の壁により正規雇用・非正規雇用が固定化されると、日本の生産性は上がらないので、
壁を動かすのではなく、無くしていく方向で考えなくてはならない。
雇用・賃金・社会保障制度を横断的に見直す上で、非正規雇用の在り方が最重要課題だと感じた。

●政府方針で103万円の壁が取り払われるが、実態としては女性の4割がパートタイマー、非正規雇用であり、東京
都の男女平等参画事業の普及をお願いしたい。

●女性活躍推進法のセミナーを開催すると多くの方が参加され、関心の高さがうかがえる。

●女性活躍条例は全国から注目されているので、作って終わりではなく、これからどう取り組んでいくのかをしっ
かり広めてほしい。

●地方では医師会の理事や行政の幹部に女性が少ないが、東京ではかなり女性比率が上がってきており、東京都の
活動が実を結んできていると感じる。一方、大学病院では、男性医師が管理職になりたがらず、危惧している。女
性の支援だけでなく、男性も育休を取ったり、それが推進されたりなど、社会全体に向けた取組の必要性を実感し
ており、女性も男性もみんなが活躍してもらう必要があると感じている。

●中小零細企業の事業協同組合のうち、7割に女性の役員がいない。東京都が色々支援しているが、なかなかそこ
まで手が回っていない実情がある。

主な意見

１ 前回の主な意見＜ビジョン２ 雇用・就業分野における女性活躍の推進＞
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●都の取組が大変進んでいることが分かったので、会員にも広めていきたい。経営者の理解が進んでいないとい
う話もあったので、経営者に向けた施策の紹介があればぜひ協力したい。

●女性が管理職になりたがらないという背景には、いまだに平成、昭和の世代は女性が家事を一手に引き受けな
がら、時間をやりくりして仕事をしているという事情がある。女性が管理職を目指せるような東京都の新しい取
組に大変期待している。

●商店街では女性役員が非常に少ないので、例えば、世田谷と品川の商店街の女性部をマッチングして勉強会を
開くなどの取組を行っているが、活動が活発でないところも多く、都の施策を活用してテコ入れしていきたい。

●男性看護師のキャリアップについて考えてもらうために、男性看護師交流会を開いたが、女性が多い職場と
いったことでの働きにくさはなく、協働の意識が高いことがわかった。

●人口減少社会では、AI活用等で一人当たりの生産性を上げていく、そして、男性も女性もなく優秀な人が働い
ている、そういった企業が成長していることが示せれば、女性の役員比率の向上などが進んでいくのではないか。

●女性トイレの行列は女性だけの話ではなく、男性にとってもタイムロスが生じるなど社会的損失として考えら
れ、もっと何とかしなくてはならないのではないか。

主な意見

１ 前回の主な意見＜ビジョン２  雇用・就業分野における女性活躍の推進＞
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●女性向けキャリアチェンジ・キャリアアップ支援事業【新規】
新たなスキルの習得や就職後のキャリアアップにつながる訓練に加え、就職支援

を一体的に実施することで、非正規雇用で働く女性等のキャリアチェンジ等を推進

●女性しごと応援ナビPlus【新規】
働くことに関する悩みを持つ女性等に対し、キャリアカウンセリングや様々な働き
方の紹介、自分らしいキャリア実現のためのセミナーをオンラインにより実施

●企業における「年収の壁突破」総合対策促進事業【拡充】
「年収の壁」に関する正確な理解を広げるとともに、配偶者手当の見直しや社会

保険に加入した非正規雇用者向け手当の新設等の取組を支援し、「年収の壁」によ
る就業調整の解消と働き方の選択肢の拡大を図る

●女性の活躍を推進する条例の普及支援事業【新規】
働く場において、女性が個性や能力を発揮できる環境の整備を推進するため、都

民・企業向けの普及啓発や相談窓口の運営を実施

前回の主な意見及び都の施策＜ビジョン２＞（1/2）１

●非正規を正規に変えていく
ため、女性のキャリアアップ
に対する新しい取組が必要

●「年収の壁」は動かすので
はなく、無くしていく方向で
考える必要

●女性活躍に対する関心は高
く、女性活躍条例の取組の広
報が必要

委員の意見概要 主な東京都の施策（令和８年度）
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●働きやすい職場環境づくり推進事業【拡充】
従業員の育児、介護等と仕事の両立を支援する企業の取組を奨励し、企業におけ

る雇用環境整備を推進

●働く人の育業応援事業【新規】
一定期間以上の育業とともに安心して育業し復職しやすい職場環境の整備を行う

企業に奨励金を支給し、育業を促進

●女性の活躍推進に向けた職場環境改善プロジェクト【新規】
中小企業等における女性が活躍しやすい職場環境づくりを進めるため、行動計画

の策定・公開や、女性従業員の処遇改善に取り組む企業に対して奨励金を支給

●女性活躍推進による経営力向上事業【新規】
セミナーやワークショップ、伴走支援を通じて組織文化の変革を促し、女性活躍

を通じた企業の経営力向上を支援

●女性ITエンジニア育成事業【拡充】
非正規雇用で働く女性等がプログラミング等を学び、ITエンジニアとしての再就

職やキャリア形成を実現できるよう、eラーニング等によるスキルの習得支援及び
職業紹介等の就職支援を一体的に実施

前回の主な意見及び都の施策＜ビジョン２＞（2/2）１

●女性を支援するだけでなく
女性も男性もみんなが活躍
してもらう必要がある

●中小零細企業における女性
活躍の取組が課題

●経営者に向けた施策があれ
ば協力したい

●人口減少社会ではAIの活用
等で一人一人の生産性を上げ
るべき

委員の意見概要 主な東京都の施策（令和８年度）
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●最近の子供たち、中・高・大学生は男女平等やアンコンシャス・バイアスについてよく知っているが、親世代は
知らない人も少なくないので、多くの人に届くような取組があるとよい。また、差別との境など、何か目安となる
ものがあるとよい。

●ライフ・ワーク・バランス認定企業と女性活躍推進大賞といずれも良い取組であるが、審査会がそれぞれの取組
を知らないので、横串連携をお願いしたい。イベントを一発打ち上げるのではなく、それがさらに広がっていくよ
うな取組をお願いしたい。ホームページでも、それぞれのページや特設サイトは充実しているが、そのサイトにな
かなか行き着かない。もう少し整理されるとよい。

●女性活躍推進大賞の審査員も数年やっているが、今年度は女性の活躍というよりも社員全体に向けた取組が非常
に多く、女性、女性という時代ではなくなったと思った。

●性暴力について、低学年の被害がすごく増えているように感じている。性暴力に対しての施策で小中高生向けに
リーフレットの配布などを実施されているが、もう少し小さい頃から性に対する自覚を持てるよう、保育園や幼稚
園などもっと早い段階から、これが性被害だということが分かる取組を検討してほしい。

●助産師や看護師が小学校に行って命の大切さを伝える当協会の出前授業は、以前は５、６年生が対象であったが、
最近は２年生にお願いしたいといった要望がある。当協会だけではできないので、いろんなところに広めていけた
らと思う。

主な意見

１ 前回の主な意見＜ビジョン３ 男女平等参画を阻む意識の改革や環境整備＞
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●キッザニア東京と連携したアンコンシャス・バイアス普及啓発イベント
職業に対する性別に関するアンコンシャス・バイアスに気づくことを目的とし、
キッザニア東京と連携した親子参加型のイベントを実施

●東京都女性活躍推進大賞【拡充】
今年度からより幅広い分野の取組に光を当てられるよう部門を見直すとともに、
専用ウェブサイトを公開するなど、効果的な展開で一層の気運を醸成

●生命（いのち）の安全教育の推進
性犯罪・性暴力を根絶していくために、加害者にならない、被害者にならない、

傍観者にならないための教育として、「生命（いのち）の安全教育」を推進し、
発達段階に応じて、性暴力防止に向けた取組を推進

●ネッつグ（ネットとつながるGoodなミライ）Tokyo ～性被害等防止対策～
SNSの不適切な利用に起因する青少年の性被害等防止に向け、青少年などへの

ターゲティング広告を実施し、啓発HPに誘導
「自画撮り被害」等の性被害やネットトラブルの実態、相談窓口等をまとめた
小・中・高校生向けリーフレットを作成

主な東京都の施策（令和８年度）委員の意見概要

前回の主な意見及び都の施策＜ビジョン３＞ １

●アンコンシャス・バイアス
については親世代に対する取
組があると良い

●女性活躍推進大賞は、女性
活躍の取組が更に広がってい
くような取組に期待

●性暴力について、低学年の
被害がすごく増えており、早
い段階からの取組を検討して
ほしい
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●都における普及啓発の実施(デートDVカードの配布等)
パンフレットや啓発カード等を活用し、様々な機会で広く啓発することにより、

配偶者等暴力の防止を推進

●職務関係者研修
職務関係者が配偶者等暴力被害への知識や理解を深め、被害の早期発見や適切

な支援ができるよう研修を実施

●配偶者暴力防止等民間活動支援事業【拡充】
民間団体が行う配偶者暴力被害者支援等に係る活動に対して助成
専門的な知識や経験を持つアドバイザーを派遣し、活動を支援

●民間シェルター等（被害者支援団体、加害者プログラム実施団体）への支援
民間シェルター等の先進的取組や、区市町村が民間シェルター等と連携し行う

先進的取組に要した経費を助成し、活動を支援

主な東京都の施策（令和８年度）委員の意見概要

前回の主な意見及び都の施策＜ビジョン４ 配偶者暴力対策＞１

15

 ※前回会議では意見なし



議題２
東京都男女平等参
画推進総合計画の
改定について
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17

東京都男女平等参画推進総合計画とは

東京都女性活躍推進計画

東京都男女平等参画基本条例

女性活躍推進条例

具体的な行動計画

東京都配偶者暴力対策基本計画

東京都男女平等参画推進総合計画

男女共同参画社会基本法

女性活躍推進法 配偶者暴力防止法※令和８年７月１日施行

17

条例の趣旨の反映

すべての都民が、性別にかかわりなく個人として尊

重され、男女が対等な立場であらゆる活動に共に

参画し、責任を分かち合う男女平等参画社会の

実現を目指す

法に基づく計画



• 「女性活躍の輪～Women in 
Action～」（WA）の下、女性活
躍に向けた気運を醸成

• 都内の女性の就業率は着実に増
加。いわゆるＭ字カーブの底は浅く
なり、女性の就業継続状況は改
善

１ ライフ・ワーク・バランスの実現と
 働く場における女性活躍の推進

• 基本条例を改正し、都の審議会
等におけるクオータ制を導入。令和
７年（2025年）度においては、
目標の40％を超える47.4%

• 男性育業取得率が６割を超える※

など、男性の育児参加を促進

※都内事業所に勤務する男性従業員の育業取得率

2 男女平等参画の推進に向けた
 マインドチェンジ

• 区市町村での配偶者暴力相談支
援センター機能整備を支援。令和
８年（2026年）度現在、23団
体まで増加

• 配偶者暴力の実態等への理解を
深める事業を東京ウィメンズ
プラザで実施

3
配偶者暴力対策

57.1%
59.8%

R2 R6

女性の就業率（都・15歳以上）

【出典】東京都「東京の労働力（労働力調査結果）」より作成
※総務省統計局が実施している「労働力調査」より提供された
データを東京都にて集計

【出典】東京都生活文化局調べ

都の審議会等における女性委員任用率実績

35.0 

40.0 40.0 

32.9 

35.8 

38.7 

40.7 

45.7 
47.2 47.4 

R2 R3 R4.4 R4.8 R5 R6 R7

任用目標 任用実績

【出典】東京都生活文化局調べ

（団体数）

都内区市町村で配偶者暴力相談支援
センターの機能整備済の団体数の推移

17
19 20 20

22
23

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

18

前計画では、男女平等参画推進に向け、企業の取組を加速させるとともに、家庭・職場などあらゆる場面で
の意識改革等を促していくため、３つの政策の柱を立てて取組を推進

これまでの取組と成果



• 「東京は女性が活躍できる都市だと
思う」方は80.2％で、前回調査より
約13ポイント上昇

• 「2050東京戦略」の政策目標
80％以上（2035年目標）を前
倒しで達成

1 東京における女性活躍の
意識の高まり

• 「男性の方が優遇されている」と感じて
いる方の割合が社会全体で約７割

• 「男性の方が優遇されている」と感じて
いる割合が高いのは「社会通念等※」、 
「職場」、 「家庭生活」

※社会一般に通用している社会通念・慣習・しき
たりなど

2 男女の地位の平等感の開きは
いまだ存在

• 家事・育児や介護等と仕事との両
立支援を求めている方は約６割を
超える

• 働き方や女性登用に対する要望も
約４割あり

3 社会的制度の充実に対する
要望の割合が高い

女性が活躍できると思う割合 男女の地位の平等感
男女平等参画社会の形成に向けた
行政への要望

そう思う, 
82.3%

80.4%

80.2%

66.9%

男性

女性

全体

令和2年（全体）

令和7年

男性優遇, 
74.7%

53.9%

53.3%

67.7%

71.4%

女性優遇社会通念等

職場

家庭生活

社会全体

社会全体（令和2年）

令和7年

19

都民の意識（令和７年度男女平等参画に関する世論調査の結果）

実施時期：令和７年８月～９月、 標本数 4,000 標本（有効回収標本数 1,615 標本、回収率40.4％）



家庭全体での家事・育児時間の減少等により、家事・育児関連時間
の男女差は4時間19分に（前回調査より１時間以上短縮）

【出典】東京都生活文化局「令和７年度 男性の家事・育児実態調査」より作成

家事、育児、介護にかける１日の平均時間（東京都）

◼ 就学・就職・結婚・妊娠・出産・育児・介護等、誰もが迎えうる人生の様々な節目や段階において、多くの人が不安や困難を抱
えています。

◼ 男性と女性の家事・育児関連時間の差は縮まっているものの、いまだに大きな男女差があります。

「自分らしく生きていく」の実現に向け、ライフステージに応じた切れ目のない支援や家庭や地域での

活躍支援を

２ 男女平等参画を取り巻く状況①（日常生活）

20

安心して出産ができると感じる割合（東京都）

約半数が安心して出産できると感じている一方、出産費用の軽減
や仕事との両立など、幅広い支援を求める声がある

14.0%

31.9%

23.1%

9.0%

22.0%

安心して出産ができると

感じる割合

感じる

安心して出産できる環境が
整っていないと感じる理由（都）

出産に係る費用が高い 49.4%

出産と仕事の両立が難しい
（自身） 34.6%

出産と仕事の両立が難しい
（パートナー） 29.1%

産前・産後ケアに関するサー
ビスが不足している 20.7%

出産に関する情報が不足して
いる 17.0%

【出典】東京都子供政策連携室「令和7年度若年層及び子育て世代を対象とした意識調査」
より作成

感じる

やや感じる

あまり感じない

分からない

まったく感じない



女性は25～34歳の64.9%を頂点にして年代区分が上がるごとに比率

が低下（Ｌ字カーブ）

20.6 

73.9 72.1 
68.5 

48.4 

5.0 

64.9 

46.1 

36.6 

23.9 

2.2 

23.3 

59.8 

42.0 

31.9 

19.7 
2.5 

0

20

40

60

80

15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65歳以上

男性（令和6年平均） 女性（令和6年平均） 女性（令和2年平均）

【出典】総務局「東京の労働力（労働力調査結果）」より作成

年齢階級別正規雇用比率（東京都）

◼ 年齢階級別正規雇用比率ではＬ字カーブが存在
◼ 男性の育業取得率は上昇。最も多い取得期間は、「１か月から３か月未満」

（％）

２ 男女平等参画を取り巻く状況②（雇用・就業分野）
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「女性がいきいき働ける」の実現に向け、多様なキャリア形成の後押しや男女ともに働きやすい組織風土の醸

成に向けた取組を

男性の育業取得率は令和７年61.2％。取得期間が１か月未満に

留まっている人が約２割

育児休業等取得率・取得期間（東京都）

（千
円）

1.3% 1.8% 3.0%
12.3% 14.5%

23.8%
26.2%

38.9%

54.8%

61.2%

90.9%

94.2%

93.6%

93.9%

94.8%

96.0%

94.1%

92.9%

92.8% 90.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

男性 女性

※令和5年度からの数値は、産後パパ育休の取得率を含む。

6.4%

12.9% 38.6% 13.9%

0.7%

16.3%

30.2%

5.9%

21.4% 21.1%

0.5%

8.8%

4.0%

15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

5日未満 5日～2週間未満
2週間～1か月未満 1か月～3か月未満
3か月～6か月未満 6か月～1年未満
1年 1年を超え1年6か月未満
1年6か月～3年未満 3年以上



男女問わず39.7％が痴漢被害の経験あり。特に、女性は58.3％

に上る

【出典】令和7年度痴漢被害実態把握調査

痴漢被害の状況（東京都）

◼ 男女の合計で約４割の方が痴漢の被害に遭っており、特に女性については約６割の方が被害に遭っています。

◼ 重大な人権侵害である配偶者暴力相談件数は高止まり

２ 男女平等参画を取り巻く状況③（安全・安心）

今まで痴漢被害にあったことがあるか

39.7

58.3

15.9

60.3

被害なし   41.7

84.1

全体

女性

男性

（%）

被害あり

22

「安全・安心に暮らせる」の実現に向け、配偶者暴力対策だけでなく、痴漢やSNSにおける性的被害等あらゆる

暴力の根絶を

令和7年度男女平等参画に関する世論調査

8,719 9,917 8,812 

8,828 

9,949 

7,882 7,338 7,953 7,643 7,019 7,926 

3,967 5,260 
7,363 

8,976 

8,612 

8,600 8,441 8,100 8,567 9,094 9,174 

31,094 

34,652 35,182 34,131 

40,109 38,928 

45,278 

39,671 40,853 40,662 
38,713 

43,780 

49,829 
51,357 51,935 

58,670 
55,410 

61,057 

55,724 
57,063 56,775 55,813

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

都支援ｾﾝﾀｰ計 警視庁 区市町村計 合計

平成30年度以降5万5千件を超える状態で高止まり

都内各相談機関における配偶者暴力相談件数の推移（東京都）

（件）

【出典】生活文化局調べ
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計画改定のポイント①

○４つのビジョンと８つの政策の柱を立てて施策を推進
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計画改定のポイント①

○４つのビジョンと８つの政策の柱を立てて施策を推進
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計画改定のポイント①

○４つのビジョンと８つの政策の柱を立てて施策を推進
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計画改定のポイント①

○４つのビジョンと８つの政策の柱を立てて施策を推進
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計画改定のポイント①

○４つのビジョンと８つの政策の柱を立てて施策を推進
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計画改定のポイント②

○女性活躍推進条例の制定を踏まえた対応
• 条例を原動力として、女性がその個性や能力を発揮できる環境を創出することにより、持続可能で性別にかかわ

りなく誰もが生き生きと暮らす社会の実現を目指す。
•雇用・就業分野における様々な取組を通じて、男性も含めた全ての就業者の雇用環境の改善が図られることを

期待し、ビジョンとして独立（⇒ビジョン２）

○自分らしく生きていくための支援を充実
• 男女平等参画社会の実現に向けては、男女ともに自分らしく希望する生活を送ることが重要であり、第一のビ

ジョンとして設定（⇒ビジョン１）
• 就学や就職、結婚、妊娠・出産、介護などライフステージやライフイベントに応じた切れ目のない支援を行うととも

に、働く場だけでなく、家庭や地域などでの活動を支援

ﾗｲﾌ・ﾜｰｸ・ﾊﾞﾗﾝｽの

実現と働く場における

女性活躍の推進

男女平等参画の

推進に向けた

マインドチェンジ

配偶者暴力

対策

前計画 新計画
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計画改定のポイント③

○安全・安心に暮らせる環境を整備
• 男女平等参画や女性活躍を実現するためには、子供から大人まで男女ともに誰もが安心して暮らせる環境づくり

が重要
•配偶者暴力対策に加え、痴漢をはじめとした犯罪・迷惑行為や、SNS等インターネット上の性的被害などの防止

を含む「安心して暮らせる環境づくり」を政策の柱に据え対策を推進（⇒ビジョン３、ビジョン４）

○実効性を担保するための取組
• 「2050東京戦略」の実現に向け、男女間の違いに着目した数値目標の設定など数値目標やKPIを充実

（前計画：４８ ⇒ 新計画：６９）
• 新たにアクションプランを作成し、毎年度更新しホームページで都民に公表することにより、達成度合いを可視化
• 達成状況を民間団体と有識者で構成する第三者機関「女性も男性も輝くTOKYO会議」に報告し、委員の意

見や提案を庁内にフィードバックし施策に反映することでPDCAサイクルを徹底
• 計画を一層推進するための伝わる広報活動、幅広い層からの意見聴取

品川女子学院でのワークショップ（令和７年度実施）



【ビジョン１】男女ともに自分らしく希望する生活ができる社会の実現

柱
１

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

就学・就職の進路選択拡大

30



柱
１

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

結婚・妊娠・出産・育児・介護等の応援

【ビジョン１】男女ともに自分らしく希望する生活ができる社会の実現

31

＜数値目標・KPI＞

未婚の男女で結婚意向

のある都民の婚活の

具体的な行動をとる方の
割合



柱
２

家
庭
・
地
域
で
の
活
動
支
援

家事・育児分担に関する取組

【ビジョン１】男女ともに自分らしく希望する生活ができる社会の実現

32

＜数値目標・KPI＞
家事・育児関連時間の男女

差を２時間30分以下とし、そ
の状態を継続

家事・育児分担の満足度を
80％以上に向上



柱
２

家
庭
・
地
域
で
の
活
動
支
援

【ビジョン１】男女ともに自分らしく希望する生活ができる社会の実現

健康に向けた支援

33



柱
２

家
庭
・
地
域
で
の
活
動
支
援

健康に向けた支援

【ビジョン１】男女ともに自分らしく希望する生活ができる社会の実現

34

＜数値目標・KPI＞



【ビジョン２】 雇用・就業分野における女性活躍の推進

柱
３

女
性
の
選
択
肢
拡
大

仕事経験を通じた成長機会の提供

35

＜数値目標・KPI＞



柱
３

女
性
の
選
択
肢
拡
大

固定的性別役割分担意識の見直し

【ビジョン２】 雇用・就業分野における女性活躍の推進
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柱
４

企
業
の
持
続
的
な
成
長

男女ともに両立支援制度が利用しやすい組織風土の醸成

【ビジョン２】 雇用・就業分野における女性活躍の推進
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＜数値目標・KPI＞



柱
４

企
業
の
持
続
的
な
成
長

多様性のある職場づくり

【ビジョン２】 雇用・就業分野における女性活躍の推進
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＜数値目標・KPI＞



柱
５

男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
広
報
・
啓
発
活
動

固定的性別役割分担意識の解消、性別に関する「無意識の思い込み （アンコンシャス・バイアス）」に係る啓発

【ビジョン３】 男女平等参画を阻む意識の改革や環境整備

39



柱
５

男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
広
報
・
啓
発
活
動

固定的性別役割分担意識の解消、性別に関する「無意識の思い込み （アンコンシャス・バイアス）」に係る啓発

【ビジョン３】 男女平等参画を阻む意識の改革や環境整備
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柱
６

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

痴漢をはじめとした犯罪・迷惑行為の防止

【ビジョン３】 男女平等参画を阻む意識の改革や環境整備

41

＜数値目標・KPI＞

・犯罪被害に関する関係機関の

 相談窓口の認知度

⇒38.3％（2024年度時点）

から75％に向上（2030年

度末までに）

・性犯罪・性暴力被害者支援に

 係る協力医療機関数

⇒155か所（令和６年度時点）

から200か所に増加（令和12年

度末までに） ほか



柱
６

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

痴漢をはじめとした犯罪・迷惑行為の防止

【ビジョン３】 男女平等参画を阻む意識の改革や環境整備

42

＜数値目標・KPI＞

・「痴漢は重大な犯罪である」と思う人の割合

⇒８割（2030年度までに）



柱
７

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
整
備

暴力を許さない社会形成のための啓発と早期発見

【ビジョン４】 配偶者暴力対策

43

＜数値目標・KPI＞

・「デートDV」という言葉の認知度

⇒60%以上（2030年度末

までに）

・配偶者や交際相手から暴力を受け

 たときに、相談できる機関があること

 を知っている方の割合

⇒63.5％（2025年度時点）から

70％に向上（2030年度末

までに）



柱
７

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
整
備

自立生活再建のための総合的な支援体制整備

【ビジョン４】 配偶者暴力対策

44



柱
８

関
係
機
関
の
連
携
・
人
材
育
成

関係機関・団体の連携推進

【ビジョン４】 配偶者暴力対策

45

＜数値目標・KPI＞

・配偶者暴力被害者支援に関して、都と連携

する民間団体数

⇒毎年度40団体と連携



柱
８

関
係
機
関
の
連
携
・
人
材
育
成

人材育成・調査研究の推進

【ビジョン４】 配偶者暴力対策

46

＜数値目標・KPI＞

・区市町村担当者や職務関係者等を対象とし

た研修受講者数（累計）

⇒5,500人（2030年度末まで）



都における率先行動
「都庁における男性職員の育業の推進」

47



◼ 男性職員の育業の推進により、令和６年度には取得率が99.3%（１週間以上の取得率は98.4％）まで向上

◼ 「令和７年度には１週間以上の取得率を90％」とする目標を１年前倒しで達成

都庁における男性職員の育業の推進

◼ 「令和12年度まで※に１か月以上の取得率を95％」とする目標を新たに設定（令和８年３月）※可能な限り早期に

（令和６年度における１か月以上の取得率：79.4％）

48



◼ よりきめ細やかな制度周知等により、職員が希望する時期に希望する期間、育業できるよう、男性職員の育業の
定着に向けた更なる取組を推進

49

都庁における男性職員の育業の推進

育業した先輩パパ職員の声の発信や育児経験
者に相談しやすい体制の整備、よりきめ細や
かな制度周知等により男性職員の育業の定着
を更に推進していく。

「パパ職員ガイドブック」やパパ職員
応援グッズの配布、普及啓発ポスター
の掲示等、育業しやすい機運醸成に取
り組んでいる。
また、各種休暇制度の活用モデルの発
信などにより、職員の一層の意識改革
を促している。

育業推進に向けた全庁的な機運の醸成

パパ職員ガイドブック

普及啓発
ポスター

イクボス手帳
～男性育業等の推進～

妊娠、出産等についての申出があった
職員に対して、所属長向けリーフレッ
ト「イクボス手帳」等を活用して面談
を実施し、制度周知や意向確認等を
行っている。

所属長による面談の実施

職員の育児・介護等と仕事との両立や
「ライフ・ワーク・バランス」を応援す
るための行動目標などについて、管理職
が職場に宣言する「イクボス宣言」を実
施している。

管理職によるイクボス宣言 男性職員の育業の定着に向けた更なる取組を推進



都における率先行動
「男女平等参画の視点に基づく公的広報物ガイドライン」
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令和5年度と令和7年度に都が実施した調査では、多くの人が、様々な広報物から「男らしさ・女らしさ」を感じると回答

「男性らしい」「女性らしい」という情報発信を感じたことがあるもの

令和5年度性別による「無意識の思い込み」実態調査

（調査対象：高校１・２年生）

性別のイメージを固定化するような表現は、進路や職業選択はじめとする意思決定に影響を与える可能性

✓ 都の広報物においてより適切で望ましい情報発信を行っていくことが必要

✓ 「東京都男女平等参画推進総合計画」に基づく都の率先行動として、「男女平等参画の視点に基づく公的広報物ガイドライン」

を策定

令和7年度「男女平等参画に関する世論調査」

（調査対象：18歳以上の男女）

都における率先行動 男女平等参画の視点に基づく公的広報物ガイドライン【背景】



Check Point（例）

✓人物の描写が性別によって固定化されていませんか？ ✓人数や配置が特定の性別に偏っていませんか？

 常に男性/ 常に女性を中心とした配置にしていませんか？

◼ ガイドラインの対象者は、東京都職員及び東京都から委託を受けた事業者

◼ 個々の表現の良し悪しを一律に定めるものではなく、都の広報物作成における表現の指針

◼ イラスト・写真等の視覚表現、文章・用語等の言語表現、制作過程全体についてチェックポイントを設定

都における率先行動 男女平等参画の視点に基づく公的広報物ガイドライン【概要】①

人物の色づかいや髪型・衣装・体格等が性別ごとに全て同じになって

いませんか？



✓性別によって役割を決めていませんか？ ✓性別に関して上下関係や優劣、固定的な性別役割

分担を感じさせる表現になっていませんか？

都における率先行動 男女平等参画の視点に基づく公的広報物ガイドライン【概要】②

Check Point（例）

  性別によって性質や能力を決めつける可能性のある表現を使って

  いませんか？

常に「仕事をしているのは男性」「家事・育児・介護をするのは女性」に

なっていませんか？



議題３
東京都雇用・就業
分野における女性の
活躍を推進する条例
の制定について
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東京都雇用・就業分野における

女性の活躍を推進する条例

指針、取組事例 相談窓口

女性が活躍できる環境づくりに主体的に取り組んでいただくことが事業者の皆様の責務となりました

誰もが働きやすく、人材確保や企業の成長にもつながる取組を、東京から加速していきましょう

女性が働きやすい環境は、男性にとっても働きやすい環境です

■ 人事・教育制度の見直し 

■ 働き方の見直し 

■ 育児・介護と両立しや
すい職場づくり 

特定の性別に
偏らない組織

■ 健康への理解を深める 

■ 体調に応じて柔軟に働
ける仕組みづくり

■ 相談しやすい環境づくり

女性特有の健康課
題に配慮した組織

■ ハラスメントに関す
る正しい知識の周知

■ 相談窓口の設置

■ 社内研修の実施

ハラスメントのない
組織

基本理念 事業者の主体的な取組により
女性が活躍できる環境を整備

「性別に関する無意識の思い込み」
への関心と理解

家庭と仕事の両立に関する選択は、
本人の意思を尊重

男女間の格差
がない組織

■ 女性の育成・登用 

■ 教育・研修機会の充実

■ 長時間労働を前提と 
した評価・登用の見直し

組織づくりの例

条例の特設サイトを公開しているので、ぜひご覧ください。

サイト内では、具体的な取組のポイントを示した指針や事例集を掲載してい

ますので、ぜひご活用ください。

またお気軽に、相談窓口へお問合せください。

令和8年

7月1日
施行

事業者の皆様へ

55条例特設サイトTOP



議題４
意見交換
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